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Stanford Synchrotron Radiation Laboratory 
(SSRL) に関する現状レポート

Stanford Synchrotron Radiation Laboratory (SSRL) 

鶴田

私は SSRLのスタッフの一員として生体物質の

構造研究にたずさわっている者であるが，今回は

非公式な立場で， SSRL の施設運営の点に関して

簡単に記してみたいと思う。

SSRL は， Stanford University が運営する素粒

物理の研究所 Stanford Linear Accelerator 

Center (SLAC) の一部門である。この点は PFが

KEK の一部であるのとよく似ている。 SSIミL の運

費用のほとんどは US Department of Energy 

(DOE) からでているが， National Institute of 

Health (NIH) も生物関連研究ビームラインの維持

運営の費用を出資している。 SSRL のほとんどの

ビームラインは SSRしが建設したものであるが，

比較的新しいビームラインのいくつかは partici

pating Research Team (PRT) といういくつかの外

部団体の集まりで建設運営がなされている。{71Jえ

ば BL10-2 は SSRL ， University of California 

System と Lawrence Livermore & Berkeley Naｭ

tional Laboratories からなる PRT が建設と運営の

費用を負担しそれぞれが全体の約 1/3 のビーム

タイムを受け取っている。 NSLS のほとんどの

ビームラインは同様の PRT system によって運営さ

れており， APS における Collaborative Access 

Team (CAT) も筆者の知る範囲では PRT とたいへ

ん似ている。手短にいえば，研究者の集まりが

DOE , NIH などのさまざまな funding agencies に

はたらきかけてビームラインごとに予算を獲得し

て建設運営するという場合が多い。 IBM ， Exxon 

なども単独の PRT，あるいは他の団体との PRTに

博嗣

よってビームラインの建設を行ってきた。 Stan “

ford University は研究内容の絶対公開制を長年保

ってきたが，つい先月この制度に例外を設けるこ

とが決定し半導体表面の微量不純物定震の実験

などの際には一定額の費用を支払うことで研究公

開の義務を免除することができ，私企業が直接応

につながる研究を SSRしでも行うことができる

ようになった。

一般利用施設としての SSRL

SSRL は，世界にいくつかある第一世代の放射

光施設の一つであるが，約 5年前に専用の入射器

とブースターシンクロト口ンを獲得し，また直後

に storage ring SPEAR (3Ge V , 50-100mA) のエ

ミッタンスを大幅に下げることに成功したことと

その後さまざまな安定化への努力によって，東海

岸における NSLS の存在に近づくことができた。

どの PRすにも属しない一般の利用者をサポ…卜す

る仕組みがうまく確立されていない NSLS と比べ

ると， SSRL は一般ユーザー利用を基本としてい

て，今でも多くのユーザーを引きつけている。

SSRL を利用するためには課題を提出して採択

されなければならないが，基本的には外国からの

研究者を合めて誰でも無料で利用できる。課題の

審査は年に 2回行われ，課題は所外の任意の研究

者による評価に基づいて proposal review pannel 

(全員所外からの研究者)が最終的な採否を判断す

る。また，緊急な要請に対しては， Letter of 

Intentの提出によって，短いビームタイムが direc-
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torの裁量によって与えられることがある。また，

私たち staff scientistsはビームラインの調整，さま

ざまな試験研究や各個人の研究に必要なビームタ

イムを要求することができるが，一般利用者の課

題数が増える一方その確保が難しくなりつつある。

SSRL は基本的には一般利用施設であるが，旅費

や滞在費はすべて利用者負担である。

もう少し具体的にどのように施設が運営されて

いるかを書いてみよう。筆者の知る範囲での日本

の施設との大きな違いは， engineer , technical 

support staff , administrator の数が施設の核にな

る scientist の数と比べると圧倒的に多いというこ

とである。おそらく他の欧米の研究機関でも似た

421 

ない数のスタップでほとんどのビームラインの面

倒をみることを容易にしている。すべてのビーム

ラインコンビューターはもちろん早い時期にネッ

トワークでつなげられている。役割分担がすすん

でいることのある意味での弊害としては，光学系

front end から検出器にいたる実験ステ…ションの

すべての面倒を見れるスタッフの割合が少ないと

いうことである。

化学薬品やレーザー使用，そして放射線関連の

は専門のスタップが担当している。ま

た， SSRしには duty operator と呼ばれる technical

staffが常に駐在していて，実験開始時の安全チェ

ック，および利用者と加速器運転者の聞の情報交

ようなこと るであろう。また，各種役割分 換を仲介する。これらのスタッフは利用者の実験

担がはっきりしていて， scientists は利用者の研究

にどのビームラインのどのような configuration が

適切であるかなどを助言するが， ビームタイムの

配分などは課題の審査得点に基づ、いて(公平であ

るが必ずしも平等ではなく)すべて担当の adminω

istratorsが行う。また加速器の運転や， ビームライ

ンの分光器結品の入れ替えなどの日本でよく

れるところの“業務"に類するものの多くは engi

neers , technical support staff によって行われる。

もちろん各実験装置には担当の staff scientistsが割

り当てられていて助言を行ったり，実験開始時の

手助けをする。

限られた数のど…ムラインで異なる種類の実験

を可能にする必要のあった第一世代の放射光施設

としての歴史をもっせいなのか， SSRLではある

種の実験専用のビームラインの建設は(硬 X線領

域では)比較的最近まで少なく，現在でも多目的

の実験ステーションが数多く存在する。これは放

射光利用専用に設計された PFや NSLS などでの様

子とは大きく異なるものである。このことを反映

することのーっとして，多くの X線ビ…ムライン

では同じデザインの 2結品分光器と(今となっては

少し占めかしいが) CAMAC と DEC/VMS に基づ

いたデータ取得システムを用いることによって少

が安全に行われていなければその中止を求めるこ

とができる。 SSRしの研究所としての規模は(私が

覚えている 7年ぐらい前の)分子研 UVSOR と PF

の中間程度であり， したがって部署を越えた協力

が行いやすい点は利点である。例えば， ビームの

軌道修正などの際に加速器担当者との連絡がつき

やすい(おそらく，施設の発足時にはどこも似た

ような状況にあったのではないかと察する)。つい

最近まで入射の時間を利用者を含めた定時の会合

で決めていたなど，実験者の要望を比較的柔軟に

施設全体の短期スケジュールに反映することがで

きる。

SSR五の短期 e 長期計画

SSRしには数年前まで， KEK における AR のス

テーションと似たような存在として， PEP という

より高エネルギーの加速器にいくつかのステーシ

ョンを所有していた。しかし PEP が B ファクト

リーとして転用されることになったことから， こ

れらのステーションを矢ってしまった。しかし一

方では， ここ数年の優れたユ…ザーサポートの実

績などが幸いして，いくつかの新しいビームライ

ン建設の予算がついており，生物研究用のビーム

ライン (3stations) がその始めとして来年完成する

-73-



422 

予定である。ちなみに新しいビ…ムラインをつく

る場合は何が起こるかというと，まず予算がつく

ことがわかった時点で scientists のグループがどの

ようなサイエンスをやるためにどのような性能の

ビ…ムラインを作るかを議論する。同じ頃その

ビームラインを作るための engineers , drafters , 

machinists などを(多くは外部から)短期で雇用し

てフ。ロジェクトチームをつくる。(ここで雇用制度

の違いを説明する必要はないであろう。)建設計画

の初期にはもちろんさまざまな会議を開いて外部

のさまざまな専門家や利用者の意見を取り入れる。

ビームラインができあがると，その運営に必要な

若干名をのぞ、いてはフ。ロジェクトチームは解散す

るのであるが，幸い SSRLでは数年以内に複数の

ビームラインが連続的に建設されるため，おそら

くこのプロジェクトチームのメンバーの多くが他

の新しいビ…ムラインの建設にたずさわるであろ

う。次に建設される environmental science 用の

ビームラインの front end components などの制作

も既に始まっている。さて， wigglerをはじめ数々

の革新的な放射光技術を生み出してきた SSRL の

伝統に沿った技術開発にもカを入れている。たと

えば， SLACが誇る 2マイル (3.2km) の線形加速

器の B ファクトリーへの入射に使用しない最終

lkm の部分に専用の R. F. photocathode gun , 2基
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の 7.5GeV線形加速器と長い undulatorを設置して

X線領域の自由電子レーザーを建設するという

闘，次世代の X 線吸収スペクトル用の検出器や

pin -post crystal の共同開発などがある。現在米国

議会では 1996 (会計)年度の予算案が激しく議論

されているが，その予算案の中には DOE施設の運

を大I隔に増やすという案が組み込まれてい

て，さまざまな筋からの噂から察するとこの運営

費増大案は最後まで残る可能性がきわめて高い。

これが現実のものとなると，今年度約 7 ヶ月の

ユーザ…ビームタイムが来年から 9 ヶ月間とな

り， この長期間のサポートを行うためにかなりの

数のスタップの増員が行われる予定である。

San Francisco Bay を隔てた Berkeley の ALS や

Argonne の APS が動き始めたなかで， SSRLでは

放射光施設としてどのような特徴をうちだしてい

くかという転機にきているとも言える。 VUV. ij次

X線の領域では近い将来 ALS に多くの activities を

ゆずることになるかもしれないが，実験の種類に

よっては米国西部の唯一の硬X線領域の放射光源

としてこれからも SSRL は重要な役割を果たすで

あろうと我々は考えている。最後に，ここに記し

たことのすべては個人的な見解に基づくものであ

って，その内容について SSRLは責任を負わない。
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